
様式７（旧借受者と債務引受者との債務引受契約書（特定引受の場合））

貸付契約上の債務引受契約書
　旧借受者○○○○（以下「甲」という。）と債務引受者△△△△（以下「乙」という。）は、畜産環境整備機構貸付契約上の債務引受について、下記のとおり契約する。

記
１　甲及び乙は、別添貸付契約上の旧借受者の債務を一般財団法人畜産環境整備機構理事長の承認があった日に甲から乙に承継することに合意する。

２　乙は、甲が本件契約上の地位に基づき一般財団法人畜産環境整備機構に対して負う債務のすべて（既存及び将来の債務を含む。）を承継する。

３　貸付施設等の引渡の時期は、一般財団法人畜産環境整備機構理事長の承認があった日から○○日以内とする。

４　一般財団法人畜産環境整備機構理事長がこの契約上の債務引受の承認に当たり条件を付したときは、それに従う。

５　一般財団法人畜産環境整備機構理事長がこの契約上の債務引受を承認しなかったときは、この契約は効力を失う。

上記を証するため、本書２通を作成し、各自１通を保有するものとする。
平成　　年　　月　　日
（甲）  住所
氏名　　○　○　○　○　　　印
（乙）  住所
氏名　　△　△　△　△　　　印

（注）

１　この契約書は、２部（正本１部、副本１部）作成する必要があり、２００円の印紙の貼付を要する。その仕様は次のとおり。
（１）そのうち１部には旧借受者が保有する貸付契約書の原本を添付し、その各ページ間及び本契約書との綴じ目に割印をする。この１部は、債務引受人が保有する。

（２）残りの１部には旧借受者が貸付契約書の写しを添付し、本契約書との綴じ目に割印をする。この１部は、旧借受者が保有する。

２　包括引受の場合は、この契約書は不要

